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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　端末と近端とを含み、該近端に二輪手持ち部が設けられた針筒本体と、
　端末と近端とを含み、該近端に一輪手持ち部が設けられ、該端末にゴム栓が連結され、
該端末が前記針筒本体の内部に挿入されるプッシュロッドと、
　前記針筒本体と連結されて該針筒本体と同期して回動するコネクタ部品と、を備え、
　前記コネクタ部品は台座と複数のプラグとを更に備え、前記台座が前記針筒本体の端末
と連結され、前記複数のプラグが医療装置の挿入口と固定して連結されて前記針筒本体の
回動モーメントを該医療装置に伝達するようになっており、
　前記針筒本体の端末には可動継ぎ手が更に連結され、該可動継ぎ手が前記針筒本体の端
末と連結されており、前記可動継ぎ手は、医療装置の薬液吸入口と連結されて、前記針筒
本体の内部の薬液が該可動継ぎ手を介して医療装置に伝送されるようになっており、
　前記コネクタ部品と前記可動継ぎ手は、それぞれ別個に前記針筒本体の端末に直接連結
されており、
　前記コネクタ部品の前記複数のプラグの間のスペースで前記可動継ぎ手を操作して、医
療装置との連結又は分離が実行されるようになっていることを特徴とする三輪注射器。
【請求項２】
　前記複数のプラグは前記台座に均一に分布していることを特徴とする請求項１に記載の
三輪注射器。
【請求項３】
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　前記コネクタ部品の台座は係止溝を備え、前記針筒本体の端末は第１ボスを備え、前記
コネクタ部品の台座の係止溝が前記針筒本体の端末の第１ボスと連結されるようになって
いることを特徴とする請求項１又は２に記載の三輪注射器。
【請求項４】
　前記第１ボスは多角形ボスであることを特徴とする請求項３に記載の三輪注射器。
【請求項５】
　前記コネクタ部品のプラグの数は二つであることを特徴とする請求項１～４のいずれか
に記載の三輪注射器。
【請求項６】
　前記針筒本体の端末は第２ボスを備え、前記可動継ぎ手は係止溝を備え、前記可動継ぎ
手の係止溝が前記針筒本体の端末の第２ボスと連結されるようになっていることを特徴と
する請求項１～５のいずれかに記載の三輪注射器。
【請求項７】
　前記第２ボスは円形ボスであることを特徴とする請求項６に記載の三輪注射器。
【請求項８】
　前記医療装置は、心臓血管造影に用いられる三連三方弁装置であることを特徴とする請
求項１に記載の三輪注射器。
【請求項９】
　前記針筒本体は内部の液体の体積と対応して設けられた目盛りを備え、前記針筒本体に
おける目盛りは前記二輪手持ち部と同一の平面に位置していることを特徴とする請求項１
に記載の三輪注射器。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、医療機器分野に関し、特に三輪注射器に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　血管造影は、心臓血管構造に対して結像、診断及び検査・治療を行うための効果的な方
法である。血管造影過程において、医者は患者の体内にカテーテルを差し込み、且つカテ
ーテルを介して造影剤を被検患者の血管に注入する。同時に、Ｘ線装置を用いて患者の体
のうち造影剤が注入された区域に対して結像し、放射された光束は患者の組織を通過し且
つ造影剤材料によって吸収される。従って、透視時血管における造影剤の現像をはっきり
見ることができる。血管の結像は、ディスプレイに表示されて記録される。
【０００３】
　造影は患者の心臓血管に対して検査・診断を行う必要な手段であり、心臓血管造影を行
う際には、三輪注射器に加えて、一つの三連三方スイッチが必要になる。この三連三方ス
イッチは、カテーテルと三輪注射器との間に位置しており、必要に応じて、血圧センサ、
生理食塩水及び造影剤に対して切り替えを行うための不可欠な装置の一つである。心臓血
管の造影手術を行う際、作業者は注射器を操作しながら、頻繁にこの三連三方弁装置を操
作して機能の切り替えを行う必要があるので、作業者にとって極めて不便となり、手術の
安全性と効率に対して厳しい影響を与えている。このため、上記した問題を改善するため
に、従来技術において新しいタイプの注射器が差し迫って必要である。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　上記した課題を解決するために、本発明の主となる目的は三輪注射器を提供することに
ある。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　そのうち、本発明の実施例による三輪注射器は、端末と近端とを含み、その近端に二輪
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手持ち部が設けられた針筒本体と、端末と近端とを含み、その近端に一輪手持ち部が設け
られ、その端末にゴム栓が連結され、その端末が針筒本体の内部に挿入されるプッシュロ
ッドと、針筒本体と連結されて針筒本体と同期して回動するコネクタ部品と、を備えてい
る。
【０００６】
　また、コネクタ部品は台座と複数のプラグを更に備え、複数のプラグは台座に均一に分
布しており、台座が針筒本体の端末と連結され、複数のプラグが医療装置と連結されるよ
うになっている。
【０００７】
　また、台座は係止溝を備え、針筒本体の端末は第１ボスを備え、台座の係止溝が針筒本
体の端末の第１ボスと連結されるようになっている。
【０００８】
　また、第１ボスは多角形ボスである。
【０００９】
　また、コネクタ部品の数は二つである。
【００１０】
　また、針筒本体の端末には可動継ぎ手が更に連結され、その可動継ぎ手が針筒本体の端
末と連結されている。
【００１１】
　また、針筒本体の端末は第２ボスを備え、可動継ぎ手は係止溝を備え、可動継ぎ手の係
止溝が針筒本体の端末の第２ボスと連結されるようになっている。
【００１２】
　また、第２ボスは円形ボスである。
【００１３】
　また、医療装置は心臓血管造影に用いられる三連三方弁装置である。
【００１４】
　また、針筒本体は内部の液体の体積と対応して設けられた目盛りを備え、針筒本体にお
ける目盛りは二輪手持ち部と同一の平面に位置している。
【発明の効果】
【００１５】
　従来技術と比較して、本発明の技術案によれば、針筒本体、プッシュロッド、及びコネ
クタ部品を含む三輪注射器を提案することによって、その針筒本体が回動する際に、コネ
クタ部品を介して針筒本体の回動モーメントを伝達することができるようになる。
【００１６】
　ここで説明する図面は本発明を更に理解させるために提供したものであり、本発明の一
部を構成する。本発明の例示的な実施例及びその説明は本発明を解釈するためのものであ
り、本発明に対する不適当な限定を構成するものではない。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】本発明の実施例による三輪注射器の概略図である。
【図２】本発明の実施例による三輪注射器の分解構成の概略図である。
【図３】本発明の一実施例によるコネクタ部品の概略図である。
【図４】本発明のもう一つの実施例による目盛りが付いた針筒本体の概略図である。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　本発明の目的、技術案及び利点を更に明らかにするため、以下、図面及び具体的な実施
例に合わせて本発明をより詳細に説明する。
【００１９】
　本発明の実施例によると、三輪注射器を提供する。この三輪注射器は主に心臓血管造影
の分野に用いられる。
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【００２０】
　図１は本発明の実施例による三輪注射器の概略図である。図１に示すように、この三輪
注射器は、針筒本体１と、プッシュロッド２と、コネクタ部品３とを主に備える。
【００２１】
　図２は本発明の実施例による三輪注射器の分解構成の概略図である。図２に示すように
、針筒本体１は中空キャビティ構造であり、端末と近端を含む。針筒本体１は円柱体で設
計されており、針筒本体１の内面と端末とは内部に薬液を収容するための一つのキャビテ
ィを形成する。針筒本体１の近端は開口しており、その端末はカテーテルを連結するため
のポートを備える。また、針筒本体１の近端には更に二輪手持ち部４が設けられ、この二
輪手持ち部４の二輪取っ手は針筒本体１の両側に対称に設けられており、二輪手持ち部４
と針筒本体１は一体的構造で設計されている。薬液を充填したり注射する操作を行う際に
は、作業者は人差し指と中指を二輪手持ち部４の二輪に差し込むことにより、針筒本体１
に対して操作を行う。二輪手持ち部が設けられていない注射器と比べて、このような構造
は注射器に対する作業者の把持力を効果的に増加させる。針筒本体１は薬液を収容するた
めのものであるので、これに対応して、図４に示すように、針筒本体１にはその内部の液
体の体積と対応して設けられた目盛りが更に備えられている。
【００２２】
　プッシュロッドは端末と近端を含み、プッシュロッド２の端末は針筒本体１の近端から
その内部に挿入されている。プッシュロッド２の近端には一つの一輪手持ち部５が設けら
れ、薬液を充填したり注射する操作を行う際には、作業者は親指を一輪手持ち部５の一輪
に差し込む。一輪手持ち部５は二輪手持ち部４とともに注射器の三輪構造を構成する。こ
のように、片手だけで注射器に対する様々な操作を実現することができ、特に作業者が薬
液を充填したり注射する複雑な手術操作を行う時、解放されたもう一つの手はその他の操
作を行うことができ、このような片手で操作される注射器に大きなメリットを付与するの
で、このような三輪注射器の三輪構造は作業効率を大きく向上させる。説明する必要があ
るのは、図２に示すように、一輪手持ち部５とプッシュロッド２はそれぞれ設計された二
つの部品であり、一輪手持ち部５に突起が備えられ、プッシュロッド２にその突起と対応
する係止開口が備えられている。実際の操作において、一輪手持ち部５をプッシュロッド
２に差込み、一輪手持ち部５の突起をプッシュロッド２の係止開口に係合させることによ
り、一輪手持ち部５とプッシュロッド２が一体に連結され、親指を制御することでプッシ
ュロッド２が操作される。しかし、本発明のプッシュロッド２と一輪手持ち部５は図２に
示す構造に限定されるものではなく、一輪手持ち部５とプッシュロッド２は一体成型で設
計されてもよく、ここでは省略する。
【００２３】
　プッシュロッド２の端末にはゴム栓６が連結されており、ゴム栓６は針筒本体１の近端
を介して針筒本体１の内部に差込まれ、その外郭で表面を密封することで針筒本体１の内
面に滑接されて可動密封構造を形成する。
【００２４】
　図２と図３を参照する。図３は本発明の実施例によるコネクタ部品の概略図である。図
示するように、この三輪注射器は針筒本体１と連結されたコネクタ部品３を更に含み、コ
ネクタ部品３は針筒本体１と同期して回動し、針筒本体１の回動モーメントを伝達するこ
とができる。具体的には、コネクタ部品３は一つの台座３１を含み、台座３１は凹状係止
溝を備え、この凹状係止溝の形状は多角形でもよい。台座３１の縁部には複数のプラグ３
２が均一に分布して配置されており、プラグ３２は台座３１と一体成型で設計されている
。また、針筒本体１の端末には第１ボスが備えられ、このボスの形状は台座３１の凹状係
止溝の形状と対応している。台座３１の凹状係止溝が針筒本体１の端末の第１ボスと連結
されることにより、コネクタ部品３が針筒本体１の端末に固定される。
【００２５】
　また、このコネクタ部品３は抜き差し部品又はその他の名前とも呼ばれてよく、針筒本
体１との同期回動を実現でき、且つ針筒本体１の回動モーメントを伝達できる機能がある
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部品であれば、本発明はこれに対して限定されない。
【００２６】
　針筒本体１の端末には一つの可動継ぎ手７（ルアーロック）が更に連結されており、こ
の可動継ぎ手７の他の一端は三連三方弁装置又は２５０ｐｓｉが耐えるホースを連結する
のに用いられる。可動継ぎ手７の役割は、針筒本体１の内部の液体を導入又は導出するこ
とに対して連結するための継ぎ手を提供することである。針筒本体１の端末には第２ボス
が更に設けられ、この第２ボスは円形ボスであり、その形状は第１ボスよりも小さく、第
１ボスの上方に設けられている。可動継ぎ手７はこの第２ボスと対応する凹状係止溝を備
え、可動継ぎ手７の凹状係止溝が針筒本体１の端末の第２ボスと連結されることにより、
可動継ぎ手７が針筒本体１の端末に固定される。
【００２７】
　実際の応用において、まず、コネクタ部品３の台座３１を針筒本体１の第１ボスに連結
させ、可動継ぎ手７をＯリングを介して針筒本体１の第２ボスに連結させる。こうすると
、針筒本体１の内部の液体が可動継ぎ手７を介して導入又は導出することが、連結された
コネクタ部品３に影響されない。従って、作業者が針筒本体１を制御して左右に回動させ
た際に、コネクタ部品３は針筒本体１の回動に従って回動することができるとともに、針
筒本体１の回動モーメントを伝達することができる。
【００２８】
　一般に、本発明が提供する三輪注射器は心臓血管造影手術に用いられ、このような場合
、コネクタ部品３は医療装置と連結され、好ましくは、この医療装置は心臓血管造影に用
いられる三連三方弁装置である。この三連三方弁装置はコネクタ部品３のプラグ３２と対
応する挿入口を備え、プラグ３２を三連三方弁装置の挿入口に挿入することによって、三
輪注射器と三連三方弁装置とが一体に連結されるように、コネクタ部品３と三連三方弁装
置とを位置決めして固定して連結させることができる。また、可動継ぎ手７は三連三方弁
の薬液吸入口と接触され、可動継ぎ手７を回転させることで薬液吸入口と密着して連結さ
れるとともに、針筒本体１の内部の液体が可動継ぎ手７を介して三連三方弁装置に導入ま
たは送出される。これにより、作業者が針筒本体１を制御して左右に回動させると、コネ
クタ部品３を介して針筒本体１の回動モーメントが三連三方弁装置に伝達される。従って
、作業者が三連三方弁装置を回動させる必要がある際に、この三連三方弁装置を直接に回
動させる必要がなく、針筒本体１を操作するだけで三連三方弁装置を回動させる目的に達
し得る。
【００２９】
　三輪注射器と三連三方弁装置とを連結又は分離させる際には、作業者がコネクタ部品３
のプラグの間のスペースで可動継ぎ手７を操作して実行されるため、コネクタ部品３にお
けるプラグ３２の数は実際の状況によって設置すべきであり、可動継ぎ手７と三連三方弁
装置との抜き差しに影響を与えてはならない。好ましくは、コネクタ部品３のプラグ３２
の数は二つである。こうすると、そのプラグ３２の間で可動継ぎ手７を容易に抜き差すこ
とができる。しかし、本発明はこれに限定されるものではない。
【００３０】
　また、本発明が提供した三輪注射器は心臓血管造影手術に用いられ、作業者は注射器を
操作する際に吸入された液体の体積を把握する必要があるので、作業者の観察の便利のた
め、針筒本体１に設けられた目盛りは二輪手持ち部５と同一の平面に位置しなければなら
ない。
【００３１】
　以上を纏めると、本発明に係る上記した技術案によると、針筒本体、プッシュロッド、
及びコネクタ部品を含む三輪注射器を提案することによって、その針筒本体が回動する際
に、コネクタ部品を介して針筒本体の回動モーメントを伝達することができるようになる
。
【００３２】
　以上の説明は単に本発明の実施例に過ぎず、本発明を限定するものではない。当業者に
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とって、本発明は様々な修正及び変更を実施できる。本発明の主旨と原則の範囲において
なされたいずれの修正、同等切り替え、改善などは、いずれも本発明の請求の範囲に含ま
れる。
【符号の説明】
【００３３】
１…針筒本体、２…プッシュロッド、３…コネクタ部品、３１…台座、３２…プラグ、４
…二輪手持ち部、５…一輪手持ち部、６…ゴム栓、７…可動継ぎ手

【図１】 【図２】
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